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野村ファンドラップ日本株 
運用報告書(全体版) 

 
第25期（決算日2019年１月21日） 

 
作成対象期間（2018年７月21日～2019年１月21日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2006年10月４日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

信託財産の中長期的な成長を目標に運用を行います。 
主として、国内の株式を実質的な投資対象とする投資信託証券に投資し、国内の株式市場全体のパフォーマンスを中長期的に上回る投
資成果を目指して運用を行います。 
投資信託証券への投資は、高位を維持することを基本とします。また、ファンドは投資信託証券への投資を通じて、実質的な国内の株
式（当該投資信託証券が実質的に保有する株式を勘案します。）の組み入れが高位（通常90％以上とします。）となることを目途として、
投資信託証券への投資を行うことを基本とします。ファンドが投資信託証券への投資を通じて実質的に保有する株式以外の資産への実
質投資割合は、原則として信託財産総額の50％以下を基本とします。 

主な投資対象 
主として有価証券に投資する投資信託証券を主要投資対象とします。なお、コマーシャル・ペーパー等の短期有価証券ならびに短期金
融商品等に直接投資する場合があります。 

主な投資制限 投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益等から、基準価額の水準等を勘案して分配します。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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野村ファンドラップ日本株

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ベ ン チ マ ー ク 
Russell/Nomura Total Market 
インデックス (配当込み ) 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

21期(2017年１月20日) 11,013 80 15.6 115.84 15.9 98.3 171,318 

22期(2017年７月20日) 11,856 150 9.0 124.48 7.5 97.7 187,924 

23期(2018年１月22日) 13,913 250 19.5 146.52 17.7 97.5 229,145 

24期(2018年７月20日) 12,778 200 △ 6.7 137.13 △ 6.4 98.3 230,423 

25期(2019年１月21日) 11,126 100 △12.1 123.23 △10.1 99.5 219,455 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

 

＊ ベンチマーク（＝Russell/Nomura Total Market インデックス（配当込み））は、当社がファンドにおける組入資産の評価時点に合わせて

計算したものです。なお、設定時を100として指数化しております。 

 Russell/Nomura Total Market インデックスはラッセル・インベストメントと野村證券株式会社が作成している株式の指数で、当該指数に

関する一切の知的財産権その他一切の権利はラッセル・インベストメントと野村證券株式会社に帰属しております。 

 また、ラッセル・インベストメントと野村證券株式会社は、当該インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではな

く、ファンドの運用成果等に関して一切責任を負うものではありません。 
  

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

ベ ン チ マ ー ク 
Russell/Nomura Total Market 
イ ン デ ッ ク ス ( 配 当 込 み ) 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2018年７月20日 12,778 － 137.13 － 98.3 

７月末 12,874 0.8 138.48 1.0 97.3 

８月末 12,712 △ 0.5 136.37 △ 0.6 98.3 

９月末 13,222 3.5 142.14 3.7 98.9 

10月末 11,781 △ 7.8 127.31 △ 7.2 98.3 

11月末 12,110 △ 5.2 131.16 △ 4.3 99.0 

12月末 10,874 △14.9 118.64 △13.5 99.1 

(期  末)      

2019年１月21日 11,226 △12.1 123.23 △10.1 99.5 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2018年７月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） ベンチマークは、Russell/Nomura Total Market インデックス（配当込み）です。ベンチマークは、作成期首（2018年７月20日）の値が

基準価額と同一となるように計算しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、期首12,778円から期末11,126円となりました。 
 

（上昇要因） 

・米政府が中国に対し新たな通商交渉を提案したことを背景に米国と中国の通商問題が改善

するとの見通しから、為替が米ドルに対し円安となり、企業業績への期待が高まったこと 
 

（下落要因） 

・トルコの金融市場が混乱し、世界の金融市場で警戒感が高まったこと 

・中国スマートフォンメーカー幹部が米国の要請によりカナダで逮捕されたことなどを受け、

米中通商協議への期待が後退したこと 

・FOMC（米連邦公開市場委員会）において利上げが決定されたことや、米国の暫定予算案が

成立せず一部政府機関が閉鎖されたことなどから、米国経済の減速懸念が高まったこと 
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○投資環境 

期初にはトルコの金融市場が混乱し、世界の金融市場で警戒感が高まったことなどにより値

下がりしたものの、米国と中国の通商問題が改善するとの見通しから、為替が米ドルに対し円

安となり、企業業績への期待が高まったことなどから反発し、９月下旬まで堅調に推移しまし

た。その後は中国スマートフォンメーカー幹部が米国の要請によりカナダで逮捕されたことな

どを受け、米中通商協議への期待が後退したことや、米国の暫定予算案が成立せず一部政府機

関が閉鎖されたことにより、米国経済の減速懸念が高まったことなどから世界的に株式市場が

下落し、当期間中では値下がりとなりました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

・投資信託証券組入比率 

投資方針に基づいて、期を通じて高位の組入れを維持しました。 

 

・指定投資信託証券（投資対象ファンド）の見直し 

当期間において以下の指定投資信託証券（投資対象ファンド）の見直しを行いました。 

追加ファンド：「イーストスプリング・ジャパン・フォーカス・バリュー株式ファンドF」 

 

・投資対象ファンドへの投資の状況 

引き続き、定性的に高く評価するファンドを組入上位としつつ、ポートフォリオ全体で、投

資する株式の割安度や企業規模の分布といった投資スタイルなどのリスクのバランスを考慮

して、各ファンドの投資比率を決定しました。 

［ノムラ・ジャパン・オープンF］や［イーストスプリング・ジャパン・フォーカス・バリュー

株式ファンドF］などの投資比率を引き上げた一方、［SMAM・ニューαファンドF］などの投資

比率を引き下げました。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

今期の基準価額の騰落率は－12.1％となり、

ベンチマークの－10.1％を2.0ポイント下回りま

した。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

［SJAMバリュー日本株F］が、国内株式市場の

平均を上回る騰落率となったこと 

 

（マイナス要因） 

［シュローダー日本ファンドF］が、国内株式

市場の平均を下回る騰落率となったこと 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配については、基準価額水準等を勘案して決定しました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第25期 

2018年７月21日～ 
2019年１月21日 

当期分配金 100  

(対基準価額比率) 0.891％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 100  

翌期繰越分配対象額 6,649  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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◎今後の運用方針 

引き続き、以下のように、定性的に高く評価したファンドを中心に、リスク分散に考慮しな

がら投資することで、多くの運用者の資産運用力を効率よく活用し、運用目標の達成を目指し

てまいります。 

 

（１） 各投資対象ファンドについて、ファンドの運用目標を中長期的に安定して達成する可能

性を定性的に評価します。 

（２） 各投資対象ファンドのリスク特性（注）（値動きに影響を与える特徴的な要因）を定量的に

分析します。 

（３） 定性的に高く評価したファンドを中心に組み入れ、かつポートフォリオ全体としてのリ

スク特性がベンチマークと大きくかけ離れないよう、組入ファンドの投資比率の調整を

行います。 

 
（注）ここでいう「リスク特性」とは、投資する株式の割安度や規模の分布（投資スタイルとも言われます）や業種の配分など、各ファンド

の値動きに影響を与える特徴的な要因をいいます。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2018年７月21日～2019年１月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 18  0.148  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (15)  (0.120)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 2)  (0.016)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.011)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.002   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 18   0.150    

期中の平均基準価額は、12,262円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2018年７月21日～2019年１月21日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
ノムラ・ジャパン・オープンF 643,405 12,527,187 4,626 81,267  

リサーチ・アクティブ・オープンF 32,321 757,404 93,338 2,133,078  
野村日本小型株ファンドＦ 74,362 2,482,729 546 16,839  
キャピタル・インターナショナル・ジャパン・エクイティ・ファンド F 54,339 759,646 179,053 2,418,858  
ストラテジック・バリュー・オープンF 85,227 1,321,517 178,273 2,643,329  
野村RAFIⓇ日本株投信F 446,467 8,763,350 24,888 519,071  
SMAM・ニューαファンドF 354,709 4,319,721 1,693,212 19,113,478  
シュローダー日本ファンドF 407,456 4,914,817 14,492 173,243  
スパークス・厳選投資・日本株ファンドF 367,380 5,167,636 8,709 112,842  
ノムラ－T&D J Flag日本株F 76,330 1,067,730 10,496 159,823  
SJAMバリュー日本株F 8,496 90,692 78,594 906,606  
イーストスプリング・ジャパン・フォーカス・バリュー株式ファンドF 771,012 7,713,960 15,109 136,368  

合 計 3,321,504 49,886,394 2,301,336 28,414,807  
 
＊金額は受け渡し代金。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年７月21日～2019年１月21日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 49,886 49,886 100.0 28,414 28,414 100.0 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
信託銀行です。 

 

投資信託証券 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2019年１月21日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ノムラ・ジャパン・オープンF 113,401 752,180 13,494,109 6.1 

リサーチ・アクティブ・オープンF 854,029 793,012 16,164,756 7.4 

野村日本小型株ファンドＦ 30,699 104,515 3,234,321 1.5 

アムンディ・ターゲット・ジャパン・ファンドF 215,787 215,787 6,871,521 3.1 

キャピタル・インターナショナル・ジャパン・エクイティ・ファンド F 1,497,868 1,373,154 16,521,788 7.5 

ストラテジック・バリュー・オープンF 1,365,889 1,272,843 17,674,697 8.1 

野村RAFIⓇ日本株投信F 104,572 526,151 10,451,463 4.8 

SMAM・ニューαファンドF 4,515,631 3,177,128 34,344,753 15.6 

シュローダー日本ファンドF 2,785,973 3,178,937 34,965,128 15.9 

スパークス・厳選投資・日本株ファンドF 1,869,268 2,227,939 29,136,986 13.3 

ノムラ－T&D J Flag日本株F 514,223 580,057 7,230,990 3.3 

SJAMバリュー日本株F 2,031,802 1,961,704 21,180,518 9.7 

イーストスプリング・ジャパン・フォーカス・バリュー株式ファンドF － 755,903 7,063,913 3.2 

合 計 15,899,142 16,919,310 218,334,948 99.5 
 
＊比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 
 

 

○投資信託財産の構成 (2019年１月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 218,334,948 96.6 

コール・ローン等、その他 7,730,816 3.4 

投資信託財産総額 226,065,764 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 
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野村ファンドラップ日本株

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年１月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 226,065,764,414   

 コール・ローン等 3,888,724,665   

 投資信託受益証券(評価額) 218,334,948,686   

 未収入金 3,842,091,063   

(B) 負債 6,609,859,977   

 未払金 3,905,412,580   

 未払収益分配金 1,972,422,489   

 未払解約金 386,908,060   

 未払信託報酬 341,316,778   

 未払利息 7,724   

 その他未払費用 3,792,346   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 219,455,904,437   

 元本 197,242,248,912   

 次期繰越損益金 22,213,655,525   

(D) 受益権総口数 197,242,248,912口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,126円 
 

（注）期首元本額は 180,331,159,202円、期中追加設定元本額は

29,649,432,715円、期中一部解約元本額は12,738,343,005円、１

口当たり純資産額は1.1126円です。 
 

○損益の状況 (2018年７月21日～2019年１月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     1,513,199   

 支払利息 △     1,513,199   

(B) 有価証券売買損益 △28,912,722,429   

 売買益 742,659,146   

 売買損 △29,655,381,575   

(C) 信託報酬等 △   345,109,124   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △29,259,344,752   

(E) 前期繰越損益金 26,623,820,679   

(F) 追加信託差損益金 26,821,602,087   

 (配当等相当額) (  92,963,767,741)  

 (売買損益相当額) (△66,142,165,654)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 24,186,078,014   

(H) 収益分配金 △ 1,972,422,489   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 22,213,655,525   

 追加信託差損益金 26,821,602,087   

 (配当等相当額) (  92,963,767,741)  

 (売買損益相当額) (△66,142,165,654)  

 分配準備積立金 38,201,440,510   

 繰越損益金 △42,809,387,072   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2018年７月21日～2019年１月21日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2018年７月21日～ 
2019年１月21日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 92,963,767,741円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 40,173,862,999円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 133,137,630,740円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 6,749円 

g. 分配金 1,972,422,489円 

h. 分配金(１万口当たり) 100円 
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野村ファンドラップ日本株

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 100円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

信用リスク集中回避のための投資制限に関する所要の約款変更を行いました。 

 ＜変更適用日：2018年10月12日＞ 
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野村ファンドラップ日本株

《指定投資信託証券の運用内容》 
 

野村ファンドラップ日本株に組み入れている各投資信託証券については、次頁以降にそれぞれ直前の作成

期における運用内容を掲載しております｡ 
 

指定投資信託証券 ページ 

ノムラ・ジャパン・オープンF Ｐ 12 

リサーチ・アクティブ・オープンF Ｐ 24 

ストラテジック・バリュー・オープンF Ｐ 36 

野村RAFIⓇ日本株投信F Ｐ 49 

ノムラ－T&D J Flag日本株F Ｐ 74 

シュローダー日本ファンドF Ｐ 84 

SJAMバリュー日本株F Ｐ 95 

SMAM・ニューαファンドF Ｐ104 

スパークス・厳選投資・日本株ファンドF Ｐ117 

イーストスプリング・ジャパン・フォーカス・バリュー株式ファンドF ※ 

キャピタル・インターナショナル・ジャパン・エクイティ・ファンド F Ｐ122 

野村日本小型株ファンドＦ Ｐ129 

アムンディ・ターゲット・ジャパン・ファンドF Ｐ141 

＊当期末において組み入れているファンドについて運用内容の掲載をしております。 

＊※のファンドについては、当運用報告書作成時点において、開示できる情報はございません。 
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１ 運用経過
基準価額等の推移について（2017年11月21日から2018年11月19日まで）

　当期における基準価額の騰落率は－8.2％（分配金再投資ベース）となり、ベンチマークの騰落
率－4.9％を3.3％下回りました。

　2018年５月時点では、米中貿易摩擦について両国だけでなくグローバル景気への影響があま
りにも大きいため、いずれ両国間である程度妥協がなされるだろうという見方をしておりました
が、貿易摩擦解消の目途は立たず、パフォーマンスの悪化要因となりました。また、過去バリュ
エーション（株価評価）比較で割安となった銘柄の買入れタイミング、逆に十分にバリュエーショ
ン上で評価されたレベルにあると判断した銘柄の売却タイミングが、いずれも早すぎたことも、
パフォーマンスの悪化要因となりました。

ＳＭＡＭ・ニューαファンドＦ（適格機関投資家専用）
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２ 今後の運用方針
　グローバル経済の成長率鈍化や、保護主義や資源ナショナリズムの台頭、市場環境や労働環境
規制の強化など、企業を取り巻く外部環境は大きく変化しています。製造拠点の最適化や為替変
動への対応、原材料・部材調達の見直しなど、各企業が対応すべき課題は数多く存在します。こ
のような局面においては、事業環境の変化に柔軟に対応できる企業がベンチマークをアウトパ
フォームする可能性が高いと考えます。
　当ファンドでは、マザーファンドを通じてサステイナビリティ（成長の持続可能性）評価および
企業ファンダメンタルズ（業績、財務内容などの基礎的諸条件）評価で魅力度の高い銘柄を組み入
れることで、銘柄選択を中心に超過収益を目指すという運用方針を継続します。ファンド全体の
サステイナビリティレベルを高めに維持します。

　当期パフォーマンスに悪影響を与えた個別の銘柄は、ニチハやプリマハム、東芝機械、日特エ
ンジニアリング、山洋電気などが挙げられます。

ポートフォリオについて（2017年11月21日から2018年11月19日まで）

　期を通じて、「国内株式ニューαマザーファンド」を高位に組み入れました。

ＳＭＡＭ・ニューαファンドＦ（適格機関投資家専用）

－ 106 －

添付ファンド_9pt_756684.indd   106添付ファンド_9pt_756684.indd   106 2019/02/25   15:41:142019/02/25   15:41:14



ＳＭＡＭ・ニューαファンドＦ（適格機関投資家専用）

－ 107 －

添付ファンド_9pt_756684.indd   107添付ファンド_9pt_756684.indd   107 2019/02/25   15:41:152019/02/25   15:41:15



ＳＭＡＭ・ニューαファンドＦ（適格機関投資家専用）

－ 108 －

添付ファンド_9pt_756684.indd   108添付ファンド_9pt_756684.indd   108 2019/02/25   15:41:152019/02/25   15:41:15



ＳＭＡＭ・ニューαファンドＦ（適格機関投資家専用）

－ 109 －

添付ファンド_9pt_756684.indd   109添付ファンド_9pt_756684.indd   109 2019/02/25   15:41:152019/02/25   15:41:15



ＳＭＡＭ・ニューαファンドＦ（適格機関投資家専用）

－ 110 －

添付ファンド_9pt_756684.indd   110添付ファンド_9pt_756684.indd   110 2019/02/25   15:41:152019/02/25   15:41:15



ＳＭＡＭ・ニューαファンドＦ（適格機関投資家専用）

－ 111 －

添付ファンド_9pt_756684.indd   111添付ファンド_9pt_756684.indd   111 2019/02/25   15:41:162019/02/25   15:41:16



ＳＭＡＭ・ニューαファンドＦ（適格機関投資家専用）

－ 112 －

添付ファンド_9pt_756684.indd   112添付ファンド_9pt_756684.indd   112 2019/02/25   15:41:162019/02/25   15:41:16



ＳＭＡＭ・ニューαファンドＦ（適格機関投資家専用）

－ 113 －

添付ファンド_9pt_756684.indd   113添付ファンド_9pt_756684.indd   113 2019/02/25   15:41:162019/02/25   15:41:16



ＳＭＡＭ・ニューαファンドＦ（適格機関投資家専用）

－ 114 －

添付ファンド_9pt_756684.indd   114添付ファンド_9pt_756684.indd   114 2019/02/25   15:41:162019/02/25   15:41:16



ＳＭＡＭ・ニューαファンドＦ（適格機関投資家専用）

－ 115 －

添付ファンド_9pt_756684.indd   115添付ファンド_9pt_756684.indd   115 2019/02/25   15:41:172019/02/25   15:41:17



ＳＭＡＭ・ニューαファンドＦ（適格機関投資家専用）

－ 116 －

添付ファンド_9pt_756684.indd   116添付ファンド_9pt_756684.indd   116 2019/02/25   15:41:172019/02/25   15:41:17



スパークス・厳選投資・日本株ファンド F（適格機関投資家専用）

スパークス・厳選投資・日本株ファンドF（適格機関投資家専用） 
第2期(2017年10月11日～2018年10月10日) 

○当ファンドの仕組み
商 品 分 類 － 

信 託 期 間 2016年10月11日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 
わが国の金融商品取引所（金融商品取引法第２条第16項に規定する金融商品取引所をいいます。以下同じ。）に上場
している株式の中から、魅力的なビジネスと卓越した経営陣をあわせ持つ企業を投資対象とします。これらの企業に
対して、割安な価格で集中的に投資を行い、長期で保有することを基本とします。 

主要運用対象 わが国の株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
信託財産から生ずる利益は、信託財産中に留保し、収益の分配は行いません。 
留保益については、運用の基本方針に基づき元本部分と同一の運用を行います。 

 
○設定以来の運用実績
 

決  算  期 
基 準 価 額 TOPIX(配当込み) 

株  式 
組入比率 

純資産
総 額(分配落) 

税込み 
分配金 

期 中 
騰落率 

(参考指数) 
期 中 
騰落率 

（設 定 日） 円 円 ％ ％ ％ 百万円
2016年10月11日 10,000 － － 1,922.65 － － 0

1期(2017年10月10日) 12,472 0 24.7 2,463.80 28.1 99.6 32,914
2期(2018年10月10日) 15,110 0 21.2 2,618.82 6.3 98.3 40,638

 
(注1) 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
(注2) 設定日の基準価額は設定当初の投資元本です。 
(注3) 設定日のTOPIX(配当込み)は、設定日前営業日(2016年10月7日)の値です。 
 
○当期中の基準価額と市況等の推移
 

年  月  日 
基  準  価  額 TOPIX(配当込み) 株  式 

組入比率  騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率 

（期   首） 円 ％ ％ ％

2017年10月10日 12,472 － 2,463.80 － 99.6

10月末 12,950 3.8 2,566.81 4.2 99.4

11月末 13,461 7.9 2,604.86 5.7 99.0

12月末 13,738 10.2 2,645.77 7.4 94.5

2018年 1月末 13,815 10.8 2,673.82 8.5 96.9

2月末 13,530 8.5 2,574.87 4.5 95.6

3月末 13,360 7.1 2,522.26 2.4 94.1

4月末 13,783 10.5 2,611.85 6.0 94.9

5月末 14,076 12.9 2,568.21 4.2 94.2

6月末 14,265 14.4 2,548.78 3.4 97.5

7月末 14,114 13.2 2,581.96 4.8 100.3

8月末 14,576 16.9 2,556.25 3.8 99.3

9月末 15,666 25.6 2,698.09 9.5 97.9

(期   末)   

2018年10月10日 15,110 21.2 2,618.82 6.3 98.3
 
(注) 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
 
※ TOPIX(配当込み)(参考指数)は当ファンドのベンチマークではありません。 
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スパークス・厳選投資・日本株ファンド F（適格機関投資家専用）

○当期中の運用経過と今後の運用方針
 
［基準価額の推移］ 
当ファンドは少数銘柄への厳選投資を行い、原則として短期売買は行わないことで資産の長期的な拡大を目指しております。運用成績

を評価する際、弊社が重視しているのは単年度リターンではなく、長期リターンです。具体的には、最低でも３～５年間の累積リターン
をもって当ファンドの成績が評価されるべきであると考えます。 
当期の当ファンドの騰落率は21.2％、TOPIX（配当込み）との比較において、上回る結果となりました。 
期初の日本株式市場は、安定した為替環境、国内および海外経済環境に支えられ、企業業績が堅調に推移し相場の上昇傾向が続きまし

た。 
しかし2018年に入ると、米国政府による輸入関税の導入発表を発端とする世界的な貿易戦争懸念の台頭や、米利上げによる新興国経済

への悪影響が徐々に顕在化し、株式市場も不安定な状況が続きました。 
期末近くになると、これらの懸念がやや後退したことから、株価は再度上昇基調を強め年度を終了しました。 
このような環境のなか、当ファンドは年度を通じて概ね市場平均を上回るリターンをあげることができました。 

 
［運用経過］ 
当期につきましては、以下の投資基準に出来るだけ合致する企業を、少なくとも３-５年程度の時間軸で評価し、長期的な観点で投資を

行いました。 
・ビジネスモデルがシンプルで理解しやすい 
・本質的に安全なビジネス 
・有利子負債が少ない強固なバランスシート 
・高い参入障壁に守られたビジネス 
・持続可能な高ROEとそれに見合う利益成長 
・景気動向に左右されず潤沢なキャッシュフローを生み出している 
・資本コストを理解し、最適資本配分ができる卓越した経営陣 
 

［今後の運用方針］ 
年初からの下落により企業業績に比べて特段の割高感はないと判断されます。ただし好調が続いている世界経済が、米中貿易摩擦の激

化などにより変調をきたしたり、為替水準が急激な円高に見舞われれば、短期的には相場に下落圧力がかかる可能性も否定できません。
一方、1）現状の低金利環境、2）政府による構造改革への地道な取り組み、および3）日本のコーポレートガバナンスの継続的な改善は、
プラス要因であると考えられます。 
現在のポートフォリオは、弊社の銘柄選択基準に合致しており、成長性があり、かつ質の高い魅力的な企業群で構成されていると考え

ています。中長期的に市場平均を上回る株価推移が期待出来ることから、これらの銘柄の保有を継続していく方針です。 
ただし、以下の事由が発生した場合には、銘柄入れ替えを積極的に行う方針です。 
-既存保有銘柄が実態価値を大幅に上回って値上がりした場合 
-既存保有銘柄のビジネスが構造的な価値毀損に見舞われた場合、もしくは私どもが当初見積もった企業の実態価値の評価が誤っている
と判断された場合 
-リスク・リターンの観点からより魅力的な新規銘柄を発掘した場合 
 
今後ともご愛顧を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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スパークス・厳選投資・日本株ファンド F（適格機関投資家専用）

 
○１口当たりの費用明細
 

項    目 
第2期 

2017年10月11日～2018年10月10日 項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

(a) 信 託 報 酬 112円 0.804％ (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 (投  信  会  社 ) (   104) ( 0.746) ・ファンドの運用、開示書類等の作成、基準価額
の算出等の対価 

 
(販  売  会  社 ) (     3) ( 0.022) ・購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送

付、口座内でのファンドの管理および事務手続
き等の対価 

 (受  託  会  社 ) (     5) ( 0.036) ・ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの
指図の実行等の対価 

(b) 売 買 委 託 手 数 料 0 0.000 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中
の平均受益権口数 

 ( 株     式 ) (     0) ( 0.000) ・有価証券等を売買する際に発生する費用 

(c) そ の 他 費 用 1 0.007 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受
益権口数 

 (監  査  費  用 ) (     1) ( 0.007) ・ファンドの監査人等に対する報酬および費用 

 (そ   の   他 ) (     0) ( 0.000) ・信託事務の処理等に関するその他の諸費用 

合   計 113 0.811  

期中の平均基準価額は13,945円です。 
 
(注1) 期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。 
(注2) 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
(注3) 各比率は｢1口当たりのそれぞれの費用金額｣を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第3位未満は四捨五入

してあります。 
 

○期中の売買及び取引の状況 (2017年10月11日から2018年10月10日まで)
 
株 式  

 
買   付 売   付 

株   数 金   額 株   数 金   額 
国 内 千株 千円 千株 千円

 
上  場 

246 1,457,225 362 1,225,714

 (－) (－) (－) (－)
 
(注1) 金額は受け渡し代金。 
(注2) 単位未満は切り捨て。 
(注3) ( )内は増資割当、株式転換・合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 
 
○株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
 

項        目 当        期 

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 2,682,939千円 

(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 36,630,328千円 

(ｃ) 売 買 高 比 率 ( a )／ ( b ) 0.07 
 
(注) (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
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スパークス・厳選投資・日本株ファンド F（適格機関投資家専用）

○利害関係人との取引状況等 (2017年10月11日から2018年10月10日まで)
 
(1) 当期中の利害関係人との取引状況 

当期中における利害関係人との取引はありません。 
(2) 利害関係人の発行する有価証券等の売買状況及び期末残高 

該当事項はありません。 
 

(注) 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定する利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2018年10月10日現在)
 
国内株式  

銘   柄 

期 首 
（前期末）

当 期 末 

株 数 株 数 評 価 額

 千株 千株 千円

食料品(4.60％)  

日本たばこ産業 487.6 619.9 1,829,944

化学(14.40％)  

花王 395.2 384.4 3,385,410

ユニ・チャーム 704.5 699.6 2,379,339

医薬品(6.60％)  

ロート製薬 700.9 675.4 2,637,437

機械(9.40％)  

クボタ 790.2 736.7 1,445,773

ダイキン工業 127.7 158.5 2,312,515

電気機器(10.40％)  

日本電産 157.3 154.5 2,354,580

キーエンス 30.1 29.7 1,810,215

輸送用機器(5.30％)  

シマノ 110.4 123 2,102,070

精密機器(8.90％)  

テルモ 520.4 507.5 3,572,800

その他製品(3.90％)  

アシックス 1,085.30 928.1 1,548,070

    

 

銘   柄 
期 首 

（前期末）
当 期 末 

株 数 株 数 評 価 額

千株 千株 千円

情報・通信業(8.70％)  

ソフトバンクグループ 320.1 343.3 3,475,912

卸売業(10.60％)  

三菱商事 707.1 679.6 2,451,996

ミスミグループ本社 668.1 658.7 1,798,909

小売業(8.50％)  

良品計画 32.5 31.5 1,048,950

ファーストリテイリング 39.4 39.3 2,350,140

サービス業(8.60％)  

リクルートホールディングス 957.8 948.3 3,432,846

合計
株 数 ・ 金 額 7,834 7,718 39,936,911

銘柄数<比率> 17 銘柄 17 銘柄 <98.3％>
 
(注1) 銘柄欄の(  )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の

比率。 
(注2) 評価額欄の<  >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 
(注3) 株数・評価額の単位未満は切り捨て。ただし、株数が単位

未満の場合は小数で記載。 
(注4) －印は組み入れなし。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年10月10日現在)
 

項        目 
当  期  末 

評    価    額 比         率 
 千円 ％

株 式 39,936,911 97.4 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 1,077,344 2.6 
投 資 信 託 財 産 総 額 41,014,255 100.0 

 
(注) 金額の単位未満は切り捨て。 
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スパークス・厳選投資・日本株ファンド F（適格機関投資家専用）

 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況
 

(2018年10月10日現在)  
項     目 当 期 末 

(A) 資 産 41,014,255,693 円

 コー ル・ローン等 954,685,182 

 株 式 39,936,911,750 

 未 収 配 当 金 122,658,761 

(B) 負 債 375,654,188 

 未 払 解 約 金 73,192,376 

 未 払 信 託 報 酬 300,435,496 

 未 払 利 息 2,615 

 そ の 他 未 払 費 用 2,023,701 

(C) 純 資 産 総 額 (A－B) 40,638,601,505 

 元 本 26,896,040,000 

 次 期 繰 越 損 益 金 13,742,561,505 

(D) 受 益 権 総 口 数 2,689,604 口

 1口当たり基準価額 (C／D) 15,110 円
 
<注記事項(当期の運用報告書作成時では監査未了)> 
① 期首元本額              26,390,620,000 円 

期中追加設定元本額           3,945,470,000 円 
期中一部解約元本額           3,440,050,000 円 

 
○損益の状況 
 
当期 (自2017年10月11日 至2018年10月10日)  

項     目 当   期 
(A)配 当 等 収 益 466,938,746 円

受 取 配 当 金 468,092,612 
支 払 利 息 △     1,153,866 

(B)有 価 証 券 売 買 損 益 6,471,608,174 
売 買 益 7,492,216,439 
売 買 損 △ 1,020,608,265 

(C)信 託 報 酬 等 △   302,486,501 
(D)当期損益金 ( A＋ B＋ C ) 6,636,060,419 
(E)前 期 繰 越 損 益 金 4,618,307,217 
(F)追 加 信 託 差 損 益 金 2,488,193,869 

(配 当 等 相 当 額) (     770,963,527)
( 売 買 損 益 相 当 額 ) (   1,717,230,342)

(G) 合  計 ( D ＋ E ＋ F ) 13,742,561,505 
(H)収 益 分 配 金 0 

次期繰越損益金( G＋H ) 13,742,561,505 
追 加 信 託 差 損 益 金 2,488,193,869 
(配 当 等 相 当 額) (     770,963,527)
( 売 買 損 益 相 当 額 ) (   1,717,230,342)
分 配 準 備 積 立 金 11,254,367,636 
繰 越 損 益 金 0 

 
(注1) 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 
(注2) 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 
(注3) 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた
差額分をいいます。 

 
② 分配金の計算過程 

項       目  第 2 期 
費用控除後の配当等収益額 A 446,581,404円
費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券等損益額 B 6,189,479,015円
収益調整金額 C 2,488,193,869円
分配準備積立金額 D 4,618,307,217円
当ファンドの分配対象収益額（E=A＋B＋C＋D） E 13,742,561,505円
当ファンドの期末残存口数 F 2,689,604口
1口当たり収益分配対象額（G=E/F） G 5,109.51円
1口当たり分配金額 H －円
収益分配金金額（I=F×H） I －円
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